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普及だより

山武の
ホームページ https://www.pref.chiba.lg.jp/ap-sanbu/index.html

きゅうりの越冬栽培、今年も“Studying”
～スタディクラブの「GREED」と「波乗り99」活動支援～

　

九
十
九
里
町
や
そ
の
近
隣
市
町
で
は
、
越
冬
栽
培

を
中
心
に
き
ゅ
う
り
の
周
年
出
荷
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
近
年
は
生
産
者
数
や
栽
培
面
積
が
減

少
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
べ
く
、
環

境
制
御
技
術
を
導
入
し
、
出
荷
量
増
加
を
目
指
す
生

産
者
が
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
収
量
向
上
に
つ
な

げ
る
に
は
、
分
析
と
経
験
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
栽
培
管
理
に
よ
る
収
量
増

加
を
目
標
と
し
、
若
手
生
産
者
５
名
を
中
心
と
し
て

平
成
28
年
に
「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
４
年
後
に
は
、
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
手
生

産
者
を
含
む
５
名
に
よ
る
「
波
乗
り
99
」
が
活
動
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

両
ク
ラ
ブ
は
毎
年
、
定
植
後
の
10
月
に
今
年
度
の

栽
培
概
要
の
共
有
や
目
標
の
設
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
、「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
」で
は「
今
年
は
自
身
の
環
境

制
御
を
見
つ
め
直
す
年
」、「
波
乗
り
99
」
で
は
「
前

年
度
の
出
荷
量
を
超
え
、
グ
ル
ー
プ
の
平
均
収
量
を

伸
ば
す
年
」
と
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。
現
在
、
週

１
回
の
生
育
調
査
や
月
１
回
の
グ
ル
ー
プ
内
で
の
全

戸
巡
回
を
行
い
、
目
標
達
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
つ
の
ク
ラ
ブ
は
垣
根
を
超
え
た
交
流
会

も
実
施
し
て
い
ま
す
。情
報
交
換
に
留
ま
ら
ず
、チ
ー

ム
と
し
て
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
、
ラ
イ
バ
ル
意
識

が
高
ま
り
、
個
々
の
出
荷
量
向
上
に
対
す
る
熱
意
が

増
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
ク
ラ
ブ
活
動
か
ら
、
得
ら
れ
た
技
術

や
知
識
を
部
会
及
び
他
の
生
産
者
に
波
及
さ
せ
る
こ

と
で
、
産
地
の
維
持
・
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

グループでの全戸巡回の様子 測定された温湿度、CO2濃度データ

モニタリング装置
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近
年
、
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
が
媒

介
す
る
ウ
イ
ル
ス
病
「
ト
マ
ト
黄
化

葉
巻
病
」
が
、
山
武
管
内
を
は
じ
め

千
葉
県
内
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま

す
。
初
期
症
状
は
、
上
位
葉
が
黄
化

し
て
葉
巻
症
状
と
な
り
、
病
勢
が
進

む
と
花
が
形
成
さ
れ
な
い
か
、
開
花

し
て
も
結
実
せ
ず
大
き
な
被
害
と
な

り
ま
す
。

　
「
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
」
の
蔓
延

防
止
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介
す
る

タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
防
除
が
重
要

で
す
。
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
は
本
病

に
加
え
、「
ウ
リ
類
退
緑
黄
化
病
」

や
「
ス
イ
カ
退
緑
え
そ
病
」
等
の
ウ

イ
ル
ス
も
媒
介
す
る
た
め
、
防
除
に

よ
り
他
の
品
目
を
守
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

を
「
①
次
作
に
つ
な
が
な
い
」、「
②

入
れ
な
い
」、「
③
増
や
さ
な
い
」、「
④

外
に
出
さ
な
い
」
を
合
言
葉
に
「
総

合
防
除
」
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

秋
冬
ネ
ギ
の

秋
冬
ネ
ギ
の

　
ネ
ダ
ニ
対
策

　
ネ
ダ
ニ
対
策

　
①
・
④
の
対
策

　

前
作
の
虫
を
次
作
に
持
ち
越
さ
な

い
よ
う
に
、
作
後
は
「
密
閉
処
理
」

を
行
い
、
ハ
ウ
ス
内
の
植
物
を
確
実

に
枯
ら
し
ま
す
。
完
全
枯
死
後
10
日

以
上
密
閉
維
持
し
て
、
ほ
場
に
い
る

虫
を
殺
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ほ
場

内
や
周
辺
に
生
え
て
い
る
雑
草
は
虫

の
生
息
場
所
に
な
る
た
め
、
忘
れ
ず

に
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

　
②
の
対
策

　

育
苗
施
設
及
び
ハ
ウ
ス
の
開
口
部

に
は
細
か
い
目
合
い
の
防
虫
ネ
ッ
ト

（
０
．
４
㎜
以
下
）
を
隙
間
な
く
展

張
し
ま
し
ょ
う
。
ネ
ッ
ト
展
張
に
伴

い
、
風
通
し
が
悪
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
、
暑
熱
対
策
を
併
せ
て
行

い
ま
し
ょ
う
。

　
③
の
対
策

　

育
苗
期
を
含
め
、
栽
培
初
期
か
ら

薬
剤
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
に
よ

り
、
防
除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
発

病
株
は
抜
き
取
り
、
ハ
ウ
ス
内
で
の

蔓
延
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

ト
マ
ト
黄
化
葉
巻

ト
マ
ト
黄
化
葉
巻

病
対
策
に
つ
い
て

病
対
策
に
つ
い
て

　

今
作
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
ネ

ダ
ニ
の
被
害
が
多
く
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
萎
凋
病
と
被
害
を
助
長
し
合
う

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
予
防
を
徹
底

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ネ
ダ
ニ
に
よ
る
被
害
の
様
子

　

根
や
茎
盤
部
が
食
害
さ
れ
、
生
長

が
止
ま
り
ま
す
。

ネ
ダ
ニ
の
特
徴

　

春
か
ら
秋
に
多
く
発
生
し
ま
す
が
、

不
適
環
境
で
も
「
ヒ
ポ
プ
ス
」
と
い

う
耐
久
態
で
生
存
し
ま
す
。

ネ
ダ
ニ
防
除
の
ポ
イ
ン
ト

　

密
度
を
上
げ
な
い
よ
う
、
な
る
べ

く
連
作
は
避
け
、
残
渣
は
ほ
場
か
ら

持
ち
出
し
ま
す
。
ま
た
、
未
熟
な
堆

肥
の
使
用
は
避
け
る
と
と
も
に
、
萎

凋
病
の
予
防
を
徹
底
し
ま
す
。

　

前
年
に
被
害
が
あ
っ
た
ほ
場
で
は
、

早
め
の
時
期
か
ら
予
防
の
薬
剤
防
除

を
行
い
ま
す
。

ヒポプス（耐久態）
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こ
こ
数
年
、
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

に
よ
る
米
の
被
害
の
増
加
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
主
に
①
出
穂
〜
穂

揃
期
、
②
乳
熟
期
（
出
穂
期
か
ら
10

日
〜
14
日
後
）
に
カ
メ
ム
シ
が
穂
を

吸
汁
す
る
こ
と
で
被
害
が
発
生
し
ま

す
。
①
の
時
期
は
飛
来
し
た
成
虫
に

よ
り
被
害
が
発
生
し
、
斑
点
米
は
生

じ
ま
せ
ん
が
、
不
稔
や
未
熟
粒
に
な

る
こ
と
で
減
収
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
②
の
時
期
は
①
の
時
期
に
産

み
付
け
ら
れ
た
卵
か
ら
孵
化
し
た
幼

虫
や
飛
来
し
た
成
虫
に
よ
り
被
害
が

発
生
し
、
斑
点
米
が
で
き
る
こ
と
で

等
級
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

カ
メ
ム
シ
防
除
は
、
斑
点
米
の
発

生
を
軽
減
す
る
目
的
で
乳
熟
期
の
１

回
防
除
が
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
近
年
、「
イ
ネ
カ
メ

ム
シ
」
の
個
体
数
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
は
体
長
12

㎜
程
度
の
明
る
い
褐
色
の
大
型
カ
メ

　

近
年
、
夏
季
の
気
温
は
上
昇
傾
向

に
あ
り
、
35
℃
以
上
の
猛
暑
日
の
日

数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
施
設

園
芸
で
は
、
高
温
に
よ
る
生
育
障
害

や
、
作
業
者
の
熱
中
症
な
ど
の
対
策

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設
園

芸
に
お
け
る
高
温
対
策
と
し
て
次
の

取
組
が
効
果
的
で
す
。

▽
天
窓
や
側
窓
を
開
け
、
循
環
扇
に

よ
り
ハ
ウ
ス
内
の
空
気
を
換
気
す
る
。

▽
ハ
ウ
ス
屋
根
へ
の
遮
光
ネ
ッ
ト
の

展
張
、
遮
熱
資
材
の
塗
布
。

▽
ハ
ウ
ス
内
の
空
気
自
体
を
細
霧
冷

房
・
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
冷
却
す
る
。

　

今
年
度
、
管
内
で
取
り
組
ま
れ
た

事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　
イ
チ
ゴ
で
の
高
温
対
策
事
例

　

イ
チ
ゴ
の
育
苗
期
に
お
け
る
高
温

対
策
及
び
花
芽
分
化
の
促
進
を
目
的

と
し
て
、
遮
光
ネ
ッ
ト
の
展
張
、
循

環
扇
、
エ
ア
コ
ン
の
稼
働
に
加
え
、

ム
シ
で
す
。
こ
の
カ
メ
ム
シ
は
出
穂

期
に
集
中
的
に
飛
来
・
吸
汁
し
て
不

稔
籾
を
多
く
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
あ

り
、
ひ
ど
い
時
は
登
熟
期
に
な
っ
て

も
穂
が
実
ら
ず
に
立
っ
た
ま
ま
で
あ

る
「
立
ち
穂
」
を
発
生
さ
せ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
が
多
い

地
域
で
は
出
穂
期
で
の
防
除
の
重
要

性
が
高
く
、
出
穂
期
と
乳
熟
期
の
２

回
防
除
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

カ
メ
ム
シ
防
除
は
、水
稲
の
収
量
・

品
質
を
守
る
た
め
の
重
要
な
作
業
で

す
。
適
切
な
対
策
に
よ
り
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
、
安
定
生
産
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

カ
メ
ム
シ
防
除
の

カ
メ
ム
シ
防
除
の

タ
イ
ミ
ン
グ

タ
イ
ミ
ン
グ

夏
季
の
高
温
対
策

夏
季
の
高
温
対
策

に
つ
い
て

に
つ
い
て

イネカメムシ成虫

簡
易
細
霧
冷
房
装
置
（
左
図
：
循
環

扇
の
動
力
と
水
道
の
水
圧
だ
け
で
水

を
霧
状
に
噴
射
す
る
装
置
）
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
育
苗
ハ
ウ
ス
内
の
気

温
は
、
こ
の
装
置
の
併
用
に
よ
り
、

装
置
未
導
入
で
あ
っ
た
昨
年
度
と
比

較
し
て
日
中
１
〜
２
℃
低
下
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
か
ら
植
物
体
の
健
全

な
生
育
の
み
な
ら
ず
、
作
業
者
の
労

働
環
境
も
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
の
夏
季
の
異
常
な
暑
さ
に
対

し
て
は
、
換
気
や
遮
光
だ
け
で
は
十

分
な
効
果
が
得
ら
れ
な
い
可
能
性
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
複
数
の
技
術

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
労
働
環

境
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
農
作
物
の
安

定
生
産
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

簡易細霧冷房装置
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令
和
７
年
度
認
証

千
葉
県
指
導
農
業
士・

農
業
士
紹
介

農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
の

農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
‼‼

　

農
業
事
務
所
で
は
、
新
規
就
農
者

（
親
元
就
農
・
新
規
参
入
等
）
を
対

象
と
し
た
「
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
は
、

農
業
経
営
に
必
要
な
技
術
・
経
営
知

識
の
習
得
と
仲
間
づ
く
り
を
目
的
に
、

３
年
間
の
コ
ー
ス
で
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

講
義
や
実
習
の
ほ
か
、
先
進
的
な

農
業
者
へ
の
視
察
、
指
導
農
業
士
や

農
業
士
等
の
地
域
の
先
輩
農
業
者
と

の
交
流
会
、
青
年
農
業
者
会
議
（
千

葉
県
全
域
の
新
規
就
農
者
が
集
ま
り
、

発
表
や
意
見
交
換
を
行
う
場
）
へ
の

参
加
、
セ
ミ
ナ
ー
生
相
互
の
訪
問
な

ど
、
実
践
的
か
つ
多
彩
な
研
修
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

１
年
目
の
基
本
研
修
で
は
、
土
壌

肥
料
、
病
害
虫
防
除
、
農
作
業
機
械

の
講
習
等
を
行
い
ま
す
。
２
年
目
の

専
門
研
修
で
は
、
よ
り
専
門
的
な
講

習
の
ほ
か
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
と

○
菅
野
　
環
氏
（
東
金
市
）

○
緑
川
　
剛
氏
（
山
武
市
）

○
長
谷
川
　智
重
氏（
山
武
市
）

【
指
導
農
業
士
】

【
農
業
士
】

水
稲
専
作
の

経
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。
地
域

で
も
有
数
の
大

い
ち
ご
の
観

光
農
園
及
び
直

売
所
を
経
営
し

て
い
ま
す
。
農

　

ね
ぎ
を
中
心

と
し
た
露
地
野

菜
の
経
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

規
模
経
営
体
で
あ
り
、
ド
ロ
ー
ン
防

除
や
プ
ー
ル
育
苗
な
ど
の
省
力
化
技

園
で
は
複
数
品
種
の
栽
培
や
イ
ー
ト

イ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
、
通
路
幅
を

広
く
す
る
な
ど
環
境
を
整
備
し
、
お

客
様
に
ま
た
来
た
い
と
思
っ
て
も
ら

え
る
い
ち
ご
農
園
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

土
壌
に
関
す
る
知
識
が
深
く
、
土
壌

分
析
や
土
質
調
査
な
ど
の
結
果
か
ら
、

土
壌
に
合
わ
せ
た
土
づ
く
り
や
栽
培

管
理
を
行
い
、
収
量
・
品
質
の
向
上
、

肥
料
農
薬
費
の
削
減
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

千
葉
県
で
は
、
優
れ
た
農
業
経
営

に
加
え
、
担
い
手
育
成
や
地
域
農
業

の
振
興
に
情
熱
を
持
っ
て
取
り
組
む

農
業
者
を
「
指
導
農
業
士
」、
ま
た
、

地
域
の
青
年
農
業
者
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
自
身
の
経
営
改
善
や
地
域
農

業
の
振
興
に
積
極
的
・
意
欲
的
に
取

り
組
む
農
業
者
を
「
農
業
士
」
と
し

て
認
証
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
山

武
地
域
で
認
証
さ
れ
た
方
々
を
御
紹

介
し
ま
す
。
今
後
、
益
々
の
御
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。

し
て
、
自
身
の
経
営
の
課
題
解
決
に

取
り
組
み
ま
す
。
３
年
目
の
総
合
研

修
で
は
、
経
営
を
テ
ー
マ
と
し
た
講

義
や
視
察
の
ほ
か
、
今
後
の
営
農
計

画
を
作
成
し
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
全
体
で
44
名
が
受

講
し
て
い
ま
す
。
令
和
８
年
度
（
５

月
開
講
予
定
）
か
ら
の
受
講
者
を
募

集
中
で
す
。
新
規
に
就
農
さ
れ
た
原

則
49
歳
以
下
の
方
が
対
象
で
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
、
改
良
普
及
課
（
Ｔ

Ｅ
Ｌ
）
０
４
７
５
（
５
４
）
０
２
２

６
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

術
の
導
入
に
よ
り
、
少
な
い
労
働
力

で
品
質
を
落
と
す
こ
と
な
く
、
効
率

の
良
い
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。

セミナーの様子


